『障がいのある人が地域で豊かに暮らすために』

中野　裕介

　豊かな暮らしとは何でしょうか。経済的な豊かさ精神的な豊かさ、人間関係の豊かさなど、人は生活して行く中であらゆる豊かさを求めると思います。これらの豊かさがバランス良く保たれている事が、生活の豊かさと言えるのかもしれません。

　障がいのある方の暮らしも同じであると思います。経済的にも、自己の精神的にも、地域の人間関係も豊かである事が豊かな地域生活に繋がるのではないでしょうか。心身に障がいがある事で、市民生活に支障を来す事がないように、行政、市民は協力して地域の福祉を向上させる必要があると考えます。

　経済的な豊かさを保障する事は、障害者基礎年金やその他手当の保障といった公的保障の他に、就労の支援もあると思います。障がいがある方の弱みばかりに着目せず、強みを活かせるような支援を行う事が、就労に結びつくのではないかと考えます。就労の支援は経済的な豊かさのみならず、障がいある方の自己実現にも繋がり精神的な豊かさにも繋がるように思います。また、就労を通して、地域活動に参加する事で、豊かな人間関係の構築にも繋がるのではないかとも思い、そのような意味でも就労支援は大きな役割を持っていると考えます。

　精神的な豊かさとは、障がいのある方自身が、自分に自信が持てるようになる事。自己肯定感を持ち、自己実現できる事ではないかと思います。そのためには、上記に挙げた就労以外にも、趣味や学習、ボランティア活動など、その人にあった社会活動の保障が大切になると思います。個性を活かし、強みを活かす事で、人は存在意義を感じます。「もっと、やってみたい」という意欲が持てる活動を行う事は、障がいの有無に関係なく、生活の質を向上させるように思います。どんな些細な活動であっても、そこに自分のやりがいや役割が見いだせる事で、人は自分の存在意義を感じ、自身を肯定的に見つめ直す事ができるのではないでしょうか。精神的な豊かさとは自己肯定感を基盤に生まれてくるものだと考えます。

　最後に人間関係の豊かさとは、上記の社会的な活動を通して得られた地域での人間関係により作られると思います。人は誰しも一人では生きて行けず、人間関係に支えられて生きて行くものだと思います。自分一人で解決できない事は、他人の力を借りて解決するということは当たり前の事ですが、障がいのある方の場合、周囲の人が「障がい者が何に困っているのか？」が分からず、生活上の困難さを見過ごされてしまう事があると思います。特に知的障がい、精神障がいの方の場合は、ご本人が自分の困難さを明確に伝える事ができない場合もあります。自分の意志を言葉で発信できない、相手からの言葉を理解できない方は多くおられます。このような方へのコミュニケーション支援は重要になります。苦手なコミュニケーションツール（言語）を押し付けるのではなく、代替コミュニケーションツール（文字、写真など）を使うことで、コミュニケーションがスムーズになる事はあります。地域生活において周囲の人と「分かり合える」ことは最も大切な事であると思います。「自分の辛さや楽しさを分かってもらえた」と感情を共有できる事が、豊かな人間関係を作る第一歩です。こうして、理解者を増やして行く事で、障がいのある方の生活の幅が広がり、人間関係だけではなく、精神的にも、経済的にも豊かになって行くのではないかと思います。

　豊かな暮らしとは「自分を理解してくれる人との繋がりの中で、自己肯定感を持って活動し続ける事ができる事ではないか」と私は考えます。

　私は一人の城陽市民として、障がいがある方が当たり前の社会生活を営む事ができるよう、自身の障がい者支援の経験を活かし、地域福祉の向上に貢献したいと思います。 

